
 

データ  シート
Cisco CallManager バージョ ン 4.1
Cisco® IP コ ミ ュニケーシ ョ ンは、エンタープライズ ク ラスの強力なソ リ ューシ ョ ンを結集した総合的なシステムであ り、 IP テ

レフォニー、 ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン、 IP ベースのビデオおよび電話会議、 コンタ ク ト  センターから構成されます。

Cisco IP コ ミ ュニケーシ ョ ンを使用するこ とによ り、 組織の運用効率と生産性の向上が可能になり、 お客様の満足度が高ま り、

収益が拡大します。 Cisco CallManager は、 Cisco エンタープライズ IP テレフォニー ソ リ ューシ ョ ンに含まれるソフ ト ウェア

ベースの呼処理コンポーネン トで、 Cisco Architecture for Voice, Video and Integrated Data （AVVID） を基盤と しています。

Cisco CallManager ソフ ト ウェアは、 エンタープライズ テレフォニー機能を、 IP フォン、 メディア処理デバイス、 Voice over IP
（VoIP） ゲート ウェイ、マルチメディア アプリ ケーシ ョ ンなどのパケッ ト  テレフォニー ネッ ト ワーク  デバイスにまで拡張しま

す。Cisco CallManager のオープンなテレフォニーAPI を通じて IP テレフォニー ソ リ ューシ ョ ンと相互運用するこ とによ り、ユ

ニファイ ド  メ ッセージング、 マルチメディア会議、 コンタ ク ト  センター、 双方向マルチメディア応答システムなど、 データ、

音声、 ビデオのサービスが幅広く可能になり ます。 Cisco CallManager は、 Cisco 7800 シ リーズ Media Convergence Server （MCS）
および認定サードパーティ製サーバにインス トールされます。Cisco CallManager ソフ ト ウェアには、Cisco CallManager Attendant
Console （ソフ ト ウェアのみで実現されたアテンダン ト  コンソール） 、 ソフ ト ウェアによるアドホッ ク会議アプリ ケーシ ョ ン、

Bulk Administration Tool （BAT）、 CDR Analysis and Reporting （CAR） ツール、 Real Time Monitoring Tool （RTMT）、 シンプルで

低密度の Cisco CallManager Auto Attendant（CM-AA）、Auto-Registered Phones Support（TAPS） ツール、IP Manager Assistant（IPMA）

アプ リ ケーシ ョ ンなど、 統合音声アプリ ケーシ ョ ンおよびユーティ リ ティが付属しています。

機能と利点

Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 は拡張性が高く分散が可能な、ハイ  アベイラビ リ ティを備えた企業向け IP テレフォニーの呼

処理ソ リ ューシ ョ ンを提供します。複数の Cisco CallManager サーバをク ラスタ化し、 1 つのエンティティ と して管理できます。

1つの IP ネッ ト ワークで複数の呼処理サーバをク ラスタ化する機能はシスコ独自のもので、Cisco AVVID によるアーキテクチャ

の先進性を実証しています。Cisco CallManager のク ラスタ化によ り、 ク ラスタあた り 1 ～ 30,000 台の IP フォンを接続できる拡

張性を実現する と と もに、 ロード  バランシングおよび呼処理サービスの冗長化が可能となり ます。 複数のク ラスタを相互接続

すれば、 システム容量は 100 サイ ト を超えるシステムで最大 100 万ユーザまで拡張できます。 ク ラスタ化するこ とで、 分散配

置された複数の Cisco CallManager の能力を集約し、 電話、 ゲート ウェイ、 およびアプリ ケーシ ョ ンに対するサーバの拡張性と

アクセス性能を強化できます。 また、 呼処理サーバの三重の冗長性によ り、 システム全体のアベイラビ リ ティが向上します。

この分散アーキテクチャの利点は、 システムのアベイラビ リ ティ、 ロード  バランシング、 および拡張性を向上させる点にあ り

ます。 Call Admission Control （CAC; コール アド ミ ッシ ョ ン制御） によ り、 集約された WAN リ ンク間で音声 Quality of Service
（QoS; サービス品質） が確実に維持され、 十分な WAN 帯域幅がない場合は代替の PSTN （公衆電話交換網） ルートにコールが

自動転送されます。 また、 Web インターフェイスで構成データベースにアクセスするこ とによ り、 リモートからのデバイスお

よびシステムの設定が可能になり ます。 ユーザと管理者用に HTML ベースのオンライン ヘルプも用意されています。

Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 での機能拡張によ り、 セキュ リ ティ、 インターオペラビ リティ、機能性、 サポート性、生産性

が向上しているほか、 Cisco CallManager 4.0 で導入されたビデオ テレフォニー機能が向上しています。

Cisco CallManager 4.1 では、 複数のセキュ リティ機能が提供され、 Cisco CallManager サーバおよび IP フォンが通信対象のデバ

イスまたはサーバの身元を確認できるよ うにするこ とで、 受け取るデータの整合性を確保します。 また、 暗号化によ り通信上

の秘密を保護するセキュ リ テ ィ機能を豊富に備えています。 セキュアな通信に参加できるデバイス と しては、 Cisco IP Phone
7940G、 IP Phone 7960G、 IP Phone 7970G、 および Media Gateway Control Protocol （MGCP） ゲート ウェイなどがあ り ます。 特に

MGCP ゲート ウェイが追加されたため、 CallManager 4.1 では、 HTTPS を使用してセキュアな管理およびト ラブルシューティン

グを実行できるよ うになり ました。
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CallManager Q.SIG シグナリ ング インターフェイスの機能強化によ り、Cisco CallManager が互換性のある他の Q.SIG システムに

接続する場合の機能範囲が拡張されました。 パスの置換、 コールの完了といった機能によ り、 Cisco CallManager を他の Q.SIG
互換システムと従来以上に緊密に統合できるよ うになる と と もに、 H.323 Annex M.1 サポートによ り、 CallManager ク ラスタ間

での機能の透過性が改善されています。

CallManager API （AXL、 JTAPI、 TSP） の機能強化によ り、 お客様とサード  パーティ  ベンダーは、 CallManager および IP フォ

ンと統合可能な拡張アプリ ケーシ ョ ンを開発するこ とができます。

その他に Cisco CallManager 4.1 で提供される主な機能と しては、 コール カバレッジ、 Time-of-Day （ToD） ルーティングおよび

抑制、 Forced Authorization Code （FAC） と Client Matter Code （CMC） に加えて、 Cisco CallManager 4.0 で提供されたビデオ テ
レフォニーの拡張機能があ り ます。

Cisco Unity User Integration などの新しい管理機能によ り、CallManager システム管理者がユーザ用の IP フォンを設定する時点で

Cisco Unity ボイス  メール ボッ クスを簡単に設定するこ とができます。

仕様

プラッ ト フォーム

• Cisco 7815、 7825、 7835、 および 7845 MCS
• 認定サードパーティ製サーバ。 詳細はこちらをご覧ください。 http://www.cisco.com/go/swonly

付属ソフ トウェア

• Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 （呼処理および呼制御アプリ ケーシ ョ ン）

• Cisco CallManagerバージ ョ ン4.1構成データベース（ダイヤル プランなど、システム構成とデバイス構成に関する情報を含む）

• Cisco CallManager Administration ソフ ト ウェア

• Auto Attendant ― Cisco CallManager に付属 （Extended Services CD に収録）

• Cisco CallManager CDR Analysis and Reporting （CAR） ツール ― CDR に基づいてコールのレポート を作成します。 用意され

ているレポートには、 ユーザ単位のコール、 ゲート ウェイ経由のコール、 コールの簡易品質、 および CDR 検索メカニズム

があ り ます。 また、 データベース  サイズに基づいたレコードの削除など、 CAR は限定されたデータベース管理機能も備え

ています。

• Cisco CallManager BAT ― 管理者は、デバイスおよびユーザの追加、削除、および更新処理を一括して行う こ とができます。

• Cisco CallManager Attendant Console ― 応答したユーザが組織内でコールを転送 / 再割り当てするこ とができます。 ク ライア

ン ト / サーバ アプリ ケーシ ョ ンである Attendant Console は、 Windows 98、 ME、 NT 4.0 （Service Pack 4 以降）、 2000、 または

XP で稼働する PC にインス トールするこ とができます。 Attendant Console は Cisco Telephony Call Dispatcher （TCD） サーバ

に接続し、 ログイン サービス、 回線状態、 およびディ レク ト リ  サービスを利用します。 また、 1 つの Cisco TCD サーバに

複数の Attendant Console を接続するこ と もできます。 Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 の Attendant Console では、 視覚障害

のあるユーザ向けにアクセス性を改善する機能拡張が行われています。

• Cisco CallManager RTMT ― Cisco CallManager ク ラスタのコンポーネン トの動作を リ アルタイムでモニタするク ライアン ト

ツールです。 RTMT は HTTP および TCP を使用して、デバイスのステータス、 システム  パフォーマンス、デバイスの検出、

および Computer Telephony Integration （CTI） アプ リ ケーシ ョ ンをモニタします。 また、 HTTP を使用してデバイスに直接接

続し、 システム障害のト ラブルシューティングを行います。

• Cisco CallManager Trace Collection Tool ― Cisco CallManager ク ラスタに関する ト レースを収集して、 単一の ZIP ファ イルに

ま とめます。 収集の対象は、 Cisco CallManager に関するすべての ト レース と、 イベン ト  ビューア （アプ リ ケーシ ョ ン、 シ

ステム、 セキュ リ ティ） のログ、 ワ ト ソン博士のログ、 Cisco Update、 Prog ログ、 RIS DC ログ、 SQL ログ、 および IIS ログ

があ り ます。

• Cisco Conference Bridge ― Cisco CallManager で使用するソフ ト ウェア コンファレンス  ブリ ッジ リ ソースを提供します。

• Cisco Customer Directory Configuration Plugin ― 表示される構成プロセスの指示に従う と、システム管理者は Cisco CallManager
を Microsoft Active Directory および Netscape Directory Server に統合できます。
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• Cisco IP Phone Address Book Synchronizer ― Microsoft Outlook または Outlook Express のアドレス帳を Cisco Personal Address
Book と同期させるこ とができます。 このソフ ト ウェアは、 Microsoft 製品とシスコ製品とを双方向で同期させます。 Cisco
Personal Address Book をインス トールして設定したあとは、 Cisco IP Phone Configuration の Web サイ トから この機能にアク

セスできます。

• Cisco IP Telephony Locale Installer ― Cisco CallManager のユーザ ロケールおよびネッ ト ワーク  ロケールを提供し、 英語以外

の言語サポート を追加します。 ロケールを使用する と、 サポート されているインターフェイスでは、翻訳済みテキス トの表

示、 国別の電話音、 選択された言語での TAPS プロンプ トの表示が可能になり ます。 Cisco IP Telephony Locale Installer は、

ク ラスタの各サーバにインス トールする必要があ り ます。 アイコンをク リ ッ ク して、 Web から 1 つまたは複数のロケール

インス ト ーラ をダウンロード して く ださい （ロケール インス ト ーラのダウンロードには、 インターネッ ト 接続環境、

Cisco.com のユーザ アカウン ト、 およびパスワードが必要です）。

• Cisco JTAPI ― このプラグインは、 JTAPI を使用して Cisco CallManager と相互動作するアプリ ケーシ ョ ンが稼働しているす

べてのコンピュータにインス トールされます。 JTAPI は、 Java プログラ ミ ング言語で作成されているテレフォニー アプリ

ケーシ ョ ン用の標準プログラ ミ ング インターフェイスを提供します。 JTAPI のリ ファレンス文書およびサンプル コードは

JTAPI に含まれています。 Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 では、 新機能のサポートのほかにデバイスの検証をオフにする

機能が追加されています。 この機能によ り、 アプ リ ケーシ ョ ンが管理するデバイス  リ ス ト にデバイスを指定せずに、 アプ

リ ケーシ ョ ンで大量のデバイスをモニタまたは制御するこ とができます。JTAPI Device State Server は Cisco CallManager バー

ジ ョ ン 4.1 の新しい機能であ り、 CTI デバイスのステータス （ビジー、 アイ ドルなど） を通知する機能も追加されているた

め、 個々の回線をモニタする必要があ り ません。

• Cisco Telephony Service Provider ― Cisco TAPI Service Provider （TSP） および Cisco Wave Drivers が含まれています。 このア

プリ ケーシ ョ ンは、 Cisco CallManager サーバ、 または Microsoft Windows オペレーティング システムが稼働し、 TCP/IP を使

用して Cisco CallManager サーバと相互動作する他のコンピュータにインス トールします （TAPI は Microsoft Windows オペ

レーティング システムで動作します）。現在サポート されている TAPI インターフェイスについては、『Cisco TAPI Developer's
Guide』 に記載されています。Cisco IP テレフォニー ソ リ ューシ ョ ンで TAPI アプリ ケーシ ョ ンがコールを生成および受信す

るには、 Cisco TSP および Cisco Wave Drivers をインス トールする必要があ り ます。

• Cisco TAPS ― 作成済みの電話設定を電話にロード します。

• Cisco Dialed Number Analyzer ― 特定の番号に関してダイヤ リ ング プランを分析する、 サービス改善用ツールです。

• Cisco IPMA ― 呼処理を向上させるために、 管理用 Web ページでマネージャ / 秘書機能を提供します。

システム機能の概要

• Alternate Automatic Routing （AAR）
• デバイス （電話およびゲート ウェイ） ご との減衰と増幅の調整

• 帯域幅自動選択

• Auto Route Selection （ARS）
• パフォーマンス情報およびリアルタイム情報を使用する AXL Simple Object Access Protocol （SOAP） API
• BRI （基本インターフェイス） エンドポイン トのサポート、 BRI エンドポイン ト を SCCP デバイス と して登録 *
• CAC ― ク ラスタ間およびク ラスタ内

• コール カバレッジ *
– 内部 / 外部コールに基づく転送 *

– カバレッジ パス外の転送 *

– カバレッジ パス上の最大時間に関するタイマー *

– ToD*

• コール表示の抑制 *
• 帯域幅自動選択のためのコーダ / デコーダ （コーデッ ク）
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– G.711 mu-law、 a-law

– G.723.1

– G.729A/B

– GSM-EFR、 FR

– ワイ ドバンド音声 ― 独自方式の 16 ビッ ト解像度、 16 kHz サンプリ ング レート  オーディオ

• ディジッ ト分析と呼処理 （ディジッ ト文字列の挿入、 削除、 ス ト リ ッピング、 ダイヤル アクセス  コード、 ディジッ ト文字

列変換）

• 分散型呼処理

– IP ネッ ト ワーク全体へのデバイス とアプリ ケーシ ョ ンの展開

– Cisco CallManager サーバの 「ク ラスタ化」 による拡張性、 冗長性、 およびロード  バランシング

– Cisco CallManager サーバあたり最大 7500 台の IP フォン （構成によって異なる）

– Cisco CallManager サーバあたり最大 100,000 Busy-Hour Call Completion （BHCC） （構成によって異なる）

– ク ラスタあた り 8 台の Cisco CallManager サーバ

– Cisco CallManager ク ラスタあた り最大 250,000 BHCC （構成によって異なる）

– ク ラスタあた り最大 30,000 台の IP フォン （構成によって異なる）

– H.323 ゲート キーパによるク ラスタ間拡張性 （100 以上のサイ ト またはク ラスタまで可能）

– 透過的なク ラスタ内機能

– 透過的なク ラスタ内管理

• Fax over IP ― G.711 パススルーと Cisco Fax Relay
• FAC/CMC （アカウン ト  コード） *
• 特定のデバイスの H.323 インターフェイス

• H.323 FastStart （着信および *発信）

• ホッ ト ラ インと Private Line Automated Ringdown （PLAR）
• ハン ト  グループ ― ブロードキャス ト 、 循環、 最長アイ ドルおよびリニア

• 拡張性、 CAC および冗長性を得るための H.323 ゲート キーパのインターフェイス

• ク ライアン ト  ユーザ インターフェイス用の言語サポート （言語は個別に指定）

• Multilevel Precedence and Pre-emption （MLPP） ― *Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 の拡張機能

• マルチロケーシ ョ ン ― ダイヤル プランのパーティシ ョ ン

• 複数の ISDN プロ ト コルのサポート

• 複数の Cisco CallManager プラ ッ ト フォームのリモート管理およびデバッグ ユーティ リ ティ

– RTMT によるパッケージ化されたアラート、 モニタ  ビューおよび履歴レポート

– オペレーティング システムのツールおよび SNMP （簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） による リ アルタイムおよび履歴

でのアプリ ケーシ ョ ン パフォーマンスのモニタ

– モニタしたデータの収集サービス

– オフネッ トのシステム モニタおよびアラート用リモート  ターミナル サービス
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– リ アルタイムのイベン ト  モニタ と共通 Syslog への出力

– ト レースの設定と収集ユーティ リ ティ

– オンボード  デバイス統計のブラウザ表示

– ク ラスタ全体の ト レース設定ツール

– Trace Collection Tool （ ト レース収集ツール）

• サイ ト間 CAC によるマルチサイ ト （WAN 間） 機能

• ダイヤル プランのパーティシ ョ ン機能

• Off-Premises Extension （OPX）

• 発信規制

• IP 上でのアウ トオブバンド Dual Tone Multifrequency （DTMF） シグナリ ング

• ルートが使用不可能な場合の PSTN フェールオーバー ― AAR
• Q.SIG （International Organization for Standardization [ISO]）
– ISO 13868 に定められた名前アラート （SS-CONP 機能の一部） *

– 基本コール

– ID サービス

– 全般的な機能手順

– コールバッ ク  ― ISO/IEC 13870 ： 2nd Ed, 2001-07 （CCBS、 CCNR） *

– 着信転送（SS-CFB [通話時]、SS-CFNR [無応答時]、SS-CFU [無条件]）、ISO/IEC 13872およびISO/IEC 13873, First Edition 1995

– 転送スイ ッチングによる着信転送

– 再ルーティングによる着信転送 *

– 結合による通話転送

– H.323 Annex M.1 （Q.SIG over H.323） ― Annex M.1 に関する ITU 勧告 *

– 表示抑制 （Calling Name Identification Restriction [CNIR]、 Connected Line Identification Restriction [COLR]、 Connected Name
Identification Restriction [CONR]）

– ループ防止、 転送のカウンタ と理由、 ループ検出、 番号への転送、 転送番号、 元の着信名と番号、 元の転送の理由、 リ

ダイレク ト名

– Message Waiting Indicator （MWI）

– パス置換 ISO/IEC 13863 ： 2nd Ed. 1998 および ISO/IEC 13974 ： 2nd Ed. 1999 *

• 呼処理障害時の冗長性と自動フェールオーバー

– 呼処理障害時のコール保存

• ステーシ ョ ン間

• ト ランク （MGCP ゲート ウェイ） 経由のステーシ ョ ン

– 自動フェールオーバーおよび自動アップデートによる JTAPI および TAPI アプリ ケーシ ョ ンのイネーブル化
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– 自動フェールオーバーおよびリ カバリに対応したデバイス （電話、 ゲート ウェイ、 アプリ ケーシ ョ ン） ごとの Cisco
CallManager の三重の冗長性

– ト ランク  グループ

– MGCP BRI のサポート （ETSI BRI basic-net3 ユーザ側のみ） *

• セキュ リ ティ

– 設定可能な操作モード  ― 非セキュアまたはセキュア

– デバイスの認証 ― 新型電話に組み込まれた X.509v3 証明書。重要な証明書を電話にローカルでインス トールする場合に

使用する Certificate Authority Proxy Function （CAPF）。

– データの整合性 ― TLS 暗号 [NULL-SHA] のサポート。メ ッセージが伝送時に改ざんされておらず信頼できるこ とを証明

するために、 メ ッセージには SHA1 ハッシュが付加されます。

– 次のアプリ ケーシ ョ ンにおける Secure HTTP （HTTPS） のサポート ： Cisco CallManager Admin、 Cisco CallManager
Serviceability、Cisco CallManager User、RTMT、Cisco CallManager TraceAnalysis、Cisco CallManager Service、Trace Collection
Tool、 および CAR*

– プライバシ ― CallManager は暗号化シグナリ ングおよびメディアをサポート しています。電話のタイプと しては Cisco IP
Phone 7940、 7960、 および 7970、 Survivable Remote Site Telephony （SRST）、 および MGCP ゲート ウェイが含まれます。 *

– ディ レク ト リ に関する Secure Sockets Layer（SSL） ― サポート するアプリ ケーショ ンと しては、BAT、CAR、Cisco CallManager
Admin User ページ、Cisco CallManager Admin IPMA ページ、Cisco CallManager User ページ / IP Phone Options ページ、Cisco
Conference Connection、 CTI Manager、 Extension Mobility、 IP Manager Assistant、 および Multilevel Administration（ MLA） が

含まれます。 *

– Cisco をルート とする X.509v3 証明書を備えた USB eToken を使用して、電話に対応した Certificate Trust List （CTL） ファ

イルを生成し、 ク ラスタのセキュ リティ  モードを設定します。

– 電話のセキュ リティ  ― Trivial File Transfer Protocol （TFTP） ファ イル （構成およびファームウェアのロード） は、 TFTP
サーバの自己署名付き証明書によって署名されます。Cisco CallManager のシステム管理者は、IP フォンの HTTP と Telnet
を無効にするこ とができます。

• Session Initiation Protocol （SIP） ト ランク

• SRST
• 共有リ ソースおよびアプリ ケーシ ョ ンの管理と設定

– ト ランスコーダ リ ソース

– コンファレンス  ブリ ッジ リ ソース

– 共有リ ソース  デバイスの トポロジー面での関連付け （コンファレンス  ブリ ッジ、 保留メ ロディ [MoH] ソース、 ト ラン

スコーダ）

– Media Termination Point （MTP） ― SIP ト ランクおよび RFC 2833 のサポート

– アナンシエータ （システム トーキー）

• 無音抑止、 音声アクティビティ検出

• Simplified North American Numbering Plan （NANP） および非 NANP のサポート

• T.38 ファ ッ クスのサポート （H.323 のみ） *
• サードパーティ製アプリ ケーシ ョ ンのサポート
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– ブロードキャス ト  ページング ― Foreign Exchange Station （FXS） による

– MWI 対応の SMDI

– 指定された FXS ゲート ウェイでのフッ クフラ ッシュ機能

– TSP 2.1 インターフェイス

– JTAPI 2.0 Service Provider インターフェイス

– 課金およびコール統計

– 構成データベース API （Cisco AXL）

• 時間帯、 曜日、 月日に基づくルーティング / 抑制 *
• 料金抑制 ― ダイヤル プランのパーティシ ョ ン

• 不正通話の防止

– ト ランク間転送の防止 *

– 発信者が電話を切った時点でのコンファレンス  コールの廃棄 *

– FAC*

• デバイスとシステムの統合構成

• 統合ダイヤル プラン

• ビデオ （SCCP および H.323）

* Cisco CallManager Version 4.1 の新しい機能またはサービスです。

ユーザ機能の概要

• 短縮ダイヤル

• 応答 / 応答リ リース

• 自動応答と インターコム

• バージ （割り込み）

• コールバッ ク  ビジー、 ステーシ ョ ンへの応答なし

• コール接続

• コール カバレッジ *
• コール転送 ― すべて （オフネッ トおよびオンネッ ト ）

• コール転送 ― ビジー

• コール転送 ― 応答なし

• コールの保留 / 復帰

• コールの結合

• コール パーク / ピッ クアップ

• コール ピッ クアップ グループ ― 共通

• 回線ごとのコール ステータス （状態、 通話時間、 番号）

• コール ウェイティング / 復帰 （設定可能な警報音付き）

• Calling Line Identification （CLID）

• Calling Line Identification Restriction （CLIR） コール バイ  コール

• Calling Party Name Identification （CNID）

• コンファレンス  バージ
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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• 会議リ ス ト と会議参加者の削除 （アドホッ ク会議）

• Direct Inward Dial （DID）

• Direct Outward Dial （DOD）

• 電話からのディ レク ト リ  ダイヤル ― 企業、 個人

• ディ レク ト リ  ― 非接続コール、 発信コール、 受信コールのリ ス ト を指定の IP フォンに保存

• 特殊呼び出し音 （オンネッ トおよびオフネッ ト ）

• 回線ごとの特殊呼び出し音

• 電話ごとの特殊呼び出し音

• 最後の会議参加者の削除 （アドホッ ク会議）

• 内線移動のサポート

• ハンズフ リー、 全二重方式のスピーカーフォン

• 電話から HTML ヘルプへのアクセス

• ボイス  メールへの即時転送

• 最後の番号のリダイヤル （オフネッ トおよびオンネッ ト ）

• 悪意のあるコールの識別およびト レース

• マネージャ / アシスタン ト  サービス （IPMA アプリ ケーシ ョ ン）

– プロキシ回線のサポート

マネージャ機能 ― 即時転送、着信拒否、全コール転送、代行受信、 CLID によるコール フ ィルタ リ ング、 インターコム、

短縮ダイヤル

アシスタン ト機能 ― インターコム、 即時転送、 全コール転送、 およびアシスタン ト  コンソール アプリ ケーシ ョ ンによ

るマネージャの呼処理

– 共有回線のサポート

マネージャ機能 ― 即時転送、 着信拒否、 インターコム、 短縮ダイヤル、 バージ、 直接転送、 結合

アシスタン ト機能 ― マネージャの呼処理、マネージャのステータス と コールの表示、頻繁に使用される番号の短縮ダイ

ヤル作成、 企業 /Cisco CallManager ディ レク ト リ内での検索、 専用回線での呼処理、 即時転送、 インターコム、 バージ、

プライバシ、 回線あたりの複数コール、 直接転送、 結合、 コンソールからの DTMF ディジッ トの送信、 マネージャ  フォ

ンの MWI ステータス

– システム機能 ― アシスタン ト あた り複数のマネージャ （最大 33 回線）、 冗長サービス

• MWI
• マルチパーティ会議 ― アドオン方式の Meet-Me 機能によるアドホッ ク会議

• 1 回線あたりの複数コール

• 1 台の電話での複数回線

• MoH
• スピーカーフォンおよび受話器のミ ュート機能

• オンフッ ク  ダイヤル

• オペレータ  アテンダン ト  ― Cisco Attendant Console
– コール キューイング

– ブロードキャス ト  ハンティング

– 共有回線のサポート

• プライバシ
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• HTTP ブラウザによる電話のリアルタイム QoS 統計

• 最近使用したダイヤル リ ス ト  ― 受信コール、 発信コール、 自動ダイヤル、 ダイヤル編集

• サービス URL ― IP フォン  サービスへのワン ボタン アクセス

• 1 つのディ レク ト リ番号、 複数の電話 ― 回線のブリ ッジ

• 短縮ダイヤル ― 電話ごとに複数の短縮ダイヤル

• ステーシ ョ ンのボ リ ューム調節 （音声、 呼び出し音）

• 転送

– ブラインド

– 打診

– 回線上の両当事者の直接転送

• Web アクセスによるユーザ定義の短縮ダイヤルおよびコール転送設定

• ビデオ （SCCP および H.323）
• 電話からの Web サービスへのアクセス

• Web ダイヤラ  ― ク リ ッ クによ りダイヤル可能

• ワイ ドバンド音声コーデッ クのサポート  ― 独自方式の 16 ビッ ト解像度、 16 kHz サンプリ ング レート  コーデッ ク

* Cisco CallManager Version 4.1 の新しい機能またはサービスです。

管理機能の概要

• アプリ ケーシ ョ ンの検出と SNMP マネージャへの登録

• パフォーマンス情報およびリアルタイム情報を使用する AXL SOAP API
• BAT
• CDR
• CAR ツール

• コール転送理由コードの配信

• 構成データベースの一元管理と複製、 Web ベースの分散型管理ビューア

• 電話ごとに設定可能なデフォルトの呼び出し音 WAV ファ イル

• 設定可能なコール転送表示

• データベースの自動変更通知

• 電話ごとに設定可能な日付 / 時刻の表示形式

• 共通 Syslog ファ イルへのデバッグ情報の出力

• ウ ィザードによるデバイスの追加

• デバイスへのダウンロードが可能な機能アップグレード  ― 電話、ハード ウェア ト ランスコーダ リ ソース、ハード ウェア コ
ンファレンス  ブリ ッジ リ ソース、 VoIP ゲート ウェイ  リ ソース

• 大規模システム管理用のデバイスのグループとプール

• デバイス  マッピング ツール ― IP アドレス と Media Access Control （MAC） アド レス間

• Dynamic Host Configuration Protocol （DHCP） ブロ ッ ク IP 割り当て ― 電話およびゲート ウェイ

• Dialed Number Analyzer （DNA）

• ダイヤル番号変換テーブル （着信および発信変換）

• Dialed Number Identification Service （DNIS）
• 緊急時連絡サービスの強化

• H.323 ク ラ イアン ト、 ゲート ウェイ、 およびゲート キーパへの H.323 準拠インターフェイス

• JTAPI 2.0 コンピュータ  テレフォニー インターフェイス
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• 指定ベンダーの Lightweight Directory Access Protocol （LDAP） ディ レク ト リへの LDAP バージ ョ ン 3 ディ レク ト リ  インター

フェイス

– Active Directory

– Netscape Directory Server

• MLA アクセス

• 指定の Cisco VoIP ゲート ウェイの MGCP シグナリ ングと制御

• Cisco H.323 ゲート ウェイのネイティブ補助サービス

• ペーパーレスを実現する DNIS ディ スプレイ方式による電話のボタン ラベル

• アプリ ケーシ ョ ンから SNMP マネージャまたはオペレーティング システムのパフォーマンス  モニタに収集されるパフォー

マンス  モニタ SNMP 統計

• コールごとに記録される QoS 統計

• Redirected DNIS （RDNIS）、 着信、 発信 （H.323 デバイスへ）

• 呼び出し対象回線の選択

• 呼び出し対象電話の選択

• ク ラスタあた り 1 つの CDR
• シングル ポイン ト  システムおよびデバイスの設定

• デバイス、 ユーザ、 または回線別に分類可能なコンポーネン ト  インベン ト リ  リ ス ト

• システム  イベン トのレポート  ― 共通 Syslog またはオペレーティング システムのイベン ト  ビューアに出力

• TAPI 2.1 CTI
• 電話ごとに設定可能な時間帯

• Cisco Unity™ ソフ ト ウェア ユーザの統合化 *
• TAPS
• IP フォン （Cisco IP Phone 794x/796x） にアクセスするための Extensible Markup Language （XML） API
• ゼロ  コス ト を実現する電話の自動移設

• ゼロ  コス ト を実現する電話の追加設定

* Cisco CallManager Version 4.1 の新しい機能またはサービスです。

Cisco CallManager バージョ ン 4.1 の拡張機能

ユーザ機能の拡張

• Attendant Console のアクセス性能が向上し、 視覚障害のあるユーザが簡単に使用できるよ うにな り ました。

– JAWS スク リーン リーダー ソフ ト ウェアと連携動作します。

– シ ョート カッ ト  キーによる簡単なナビゲート。 マウスを使用せずに Attendant Console を操作できます。

– 特定のイベン トが発生したと きに警報音を鳴らすこ とができます。

– 転送の試行、打診転送、またはコンファレンス  コールを行う と、ダイヤル パッ ドを表示した状態でコールが保留されます。

• 次のビデオ機能が新たに追加されました。

– SCCP H.264 ビデオ コーデッ クのサポート。H.264 ビデオ コーデッ クは、一定の帯域幅で H.263 よ り も大幅に高い品質を

提供します。 H.264 は、 ク ラスタ内の SCCP コールでのみサポート されます。 SCCP H.264 をサポート予定のデバイスは

次のとおりです。

– Tandberg SCCP Phone （550 および T1000）

– IPVC 3.6plus （3511 および 3540）
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– Cisco VT Advantage 対応のミ ッ ド コール ビデオ ― 双方が SCCP ビデオ エンドポイン トである場合、コールは即座にビデ

オ コールになり ます。 どちらか一方が H.323 エンドポイン トである場合、 コールはビデオ コールになり ます。 ただし、

H.323 エンドポイン トが着信チャネルを拒否するか、 チャネルをオープンしない場合には、 ビデオ コールは単方向ビデ

オまたはビデオなしになり ます。

– IPVC 3.6plus のビデオ表示モード。 IPVC 3.6plus には Message Control Unit （MCU） の SCCP バージ ョ ンが含まれ、音声起

動式および連続方式の両モードによるテレビ会議がサポート されます。 ビデオ表示モードは、 VidMode と呼ばれるソフ

ト キーを使用するこ とによ り、SCCP テレビ電話のユーザが着信ビデオを音声起動式と連続方式のモード間で切り替える

こ とができます。

– IPVC 3.6plus の参加者情報。 Cisco CallManager は、 IPVC MCU の SCCP バージ ョ ンに参加者情報 （ユーザ名および番号を

含む） を提供します。 IPVC MCU は Web 管理インターフェイスでこの情報を管理者リ ス トに表示します。 IPVC MCU に

Enhanced Media Processor（EMP）モジュールを搭載している場合、この情報をビデオにオーバーレイするこ とができます。

– ダイナミ ッ ク H.323 アドレッシング （E.164 アドレッシング） ― Cisco CallManager で E.164 アドレスを使用して H.323 ク

ライアン ト を設定できます。 それによ り、 H.323 ク ライアン トに DHCP を設定した環境で H.323 ク ライアン ト を簡単に

管理できるよ うになり ます。E.164 アドレッシングを Cisco IOS ソフ ト ウェア Release 12.3(8)T のゲート キーパと組み合わ

せるこ とによ り、 H.323 ク ライアン トのダイヤ リ ングを簡易化できます。

システム機能の拡張

• BRI のサポート  ― レガシー BRI およびアナログ セキュア エンドポイン ト （STE/STU） を使用したセキュアな通信のサポー

ト、 および IP-STE のサポート

– V.150.1 Modem-Relay-over-IP のサポート  ― Cisco CallManager はゲート ウェイから送信されるデフォルト  パラ メータを使

用したSession Description Protocol（SDP）に応答します。IP-STEおよびBRI-STEのセキュア モードには、V.150.1が必要です。

– BRI ステーシ ョ ンのプリエンプ ト

• コール カバレッジ ― Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 では、 個人またはグループにコールをルーティングするためのカバ

レッジ パスを確立する機能が提供されます。 これによ り、 コールへの応答を確実に得るこ とができます。 コール カバレッ

ジには、 次の機能があ り ます。

– カバレッジ パス外の転送

– 時間帯、 曜日、 または月日に基づいて異なるカバレッジ パスを確立

– 内部および外部の Call Forward No-Answer （CFNA） コールに対する転送処理の区別

– 内部および外部の Call Forward Busy （CFB） コールに対する転送処理の区別

– ハン ト  リ ス ト用の最大タイマーのサポート

– 1 つの回線を複数の回線グループに所属させる機能 （Cisco CallManager の旧バージ ョ ンでは制限されていた機能）

– 1 つのゲート ウェイを複数のルート  グループに所属させる機能 （Cisco CallManager の旧バージ ョ ンでは制限されていた

機能）

– ハン ト  リ ス トが （最大ハン ト  タイマーの消費または時間切れによって） 終端したと きに、最終的な転送ロケーシ ョ ンに

転送する機能。 このロケーシ ョ ンは、 ダイヤル番号 （ボイス  メール パイロ ッ ト 、 別のハン ト  パイロ ッ ト 、 ルート  パイ

ロ ッ ト 、または任意の許可された番号） とするこ と も、元の着信側の設定に基づいて処理を選択するためのチェッ クボッ

クス とするこ と もできます。

– 既存のルート  リ ス ト / ハン ト  リ ス ト GUI を 2 つのフォームに分割 （一方はハン ト  リ ス ト用、も う一方はルート  リ ス ト用）
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• コール表示の抑制 ― システム管理者が特定の電話の間で発信 / 着信 / 接続名 / 番号をブロ ッ クするための機能。 この機能は

通常、 セキュ リ ティ上の理由からコール情報を電話に表示するこ とができない環境で使用します。 たとえばホテルの場合、

客室間のコールではコール情報が表示されません。

• FAC/CMC
– FAC ― システム管理者はコールを特定のルート  パターンで転送する前に、許可コードの入力を義務付けるこ とができま

す。 この機能は通常、 電話に近づく可能性のある者による不正通話を防止するためのメカニズムと して使用します。 シ

ステム管理者は許可レベルの割り当てによって、 一部のコードに対してはあらゆるコール機能を与え、 それ以外のコー

ドに対しては特定の番号しか呼び出せないよ うにするこ とができます。

– CMC またはアカウン ト  コード  ― システム管理者はコールを特定のルート  パターンで転送する前に、 CMC の入力を義

務付けるこ とができます。 このコードは通常、 企業が特定のアカウン トに発信されたコールを追跡し、 そのデータに基

づいて課金を行う場合に使用します。

– CMC および FAC 情報は、 Cisco CallManager の CDR データベースに記録されます。

• H.323 FastStart ― 着信および発信 H.323 FastStart のサポート。 この機能によ り、 コールで音声を転送する前に交換されるシ

グナルの数を減少できます。H.323 FastStart を使用する と、 10 未満のメ ッセージ交換で音声が転送またはカッ ト  スルーされ

ます。 これによ り、 50 ms 以上の WAN 遅延のある長距離間でのボイス  ク リ ッピング コネクシ ョ ンを排除するこ とができま

す。 発信 H.323 FastStart には、 MTP が必要です。

• MGCP BRI ETSI BRI basic-net3（ユーザ側のみ） ― Cisco CallManager および PSTN 間でコス ト効率に優れた小規模な ISDN 接

続を確立します。 PRI （1 次群速度インターフェイス） のコス トが見合わない小規模オフ ィ スに適します。

• MLPP の拡張機能

– BRI ステーシ ョ ンのプリエンプ ト

– MLPP 対応の User-to-User Information Element （UUIE） ベース PRI-4ESS インターフェイスのサポート

– エグゼクティブ オーバーライ ド優先レベル。 従来は非サポートだった優先レベルを追加します。

– ク ラスタ内およびク ラスタ内の限定帯域 WAN リ ンク上でのロケーシ ョ ン ベース MLPP

– ク ラスタ間 MLPP のサポート

– ANSI T1.607 の 4.5.24 に記述されたシグナル情報要素

• Q.SIG の拡張機能

– 名前アラート  ― Q.SIG ファシ リティに関する名前アラートの表示および抑制のサポート。「名前アラート 」は、ISDN Q.931
メ ッセージ内のファシ リティ情報要素にカプセル化された CalledName Application Protocol Data Unit （APDU） を送受信す

る機能です。 これは ISO 13868 で SS-CONP 機能の一部と して定められているオプシ ョ ン機能です。 この機能は 「呼び出

し中のアラート 」 のみを提供します。 「通話中のアラート 」 （到達できない相手先の名前を提供するオプシ ョ ンのサービ

ス） は、 この機能では提供されません。

– コール バッ ク / コール完了 ― ISO/IEC 13870 ： 2nd Ed、 2001-07 （コール完了の補足サービス） のサポート

– Call Completion to Busy Subscriber （CCBS）

– Call Completion on No Reply （CCNR）

– 再ルーティングによる着信転送および転送スイ ッチングによる着信転送 ― ISO/IEC 13872 および ISO/IEC 13873、 First
Edition 1995 （着信転送の補足サービス）
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– H.323 Annex M.1（Q.SIG over H.323） ― Cisco CallManager によって H.323 上で Q.SIG メ ッセージを ト ンネ リ ングするこ と

によ り、ク ラスタ間ト ランクで Q.SIG フ ィーチャ  セッ ト を提供します。ITU 勧告 Annex M.1：「Tunneling of QSIG in H.323
07/2003」 に基づいています。 この機能は、Cisco CallManager H.323 ク ラスタ間ト ランク上での Q.SIG ト ンネ リ ング （ゲー

ト キーパ制御および非ゲー ト キーパ制御の両方） に限定されています。 Annex M.1 の最初の リ リ ースでは、 Cisco
CallManager サーバ間でのインターオペラビ リティが中心となっています。

– パスの置換 ― Time-Division Multiplexing （TDM; 時分割多重） リ ソースをよ り効率的に使用するため、 コールがアクティ

ブな 2 当事者間で使用中の既存の TDM 回線を新しい回線に置き換えます。Q.SIG パスの置換機能は、ISO/IEC 13863 – 2nd
Ed. 1998 および ISO/IEC 13974 – 2nd Ed. 1999 に基づいて実装されます。

• セキュ リ ティ機能

– すでにサポート されている Cisco IP Phone 7970 に加えて、 新し く Cisco IP Phone 7940 および IP Phone 7960 デバイスで暗

号化がサポート されます。

– MGCP ゲート ウェイの暗号化

– SRST の暗号化

– HTTPS による Cisco CallManager のセキュアな管理。 次のアプリ ケーシ ョ ンでサポート されます。

– Cisco CallManager Admin

– Cisco CallManager Service

– Cisco CallManager User

– RTMT

– Cisco CallManager Trace Analysis

– Cisco CallManager Service Trace Collection Tool

– CDR Analysis and Reporting Tool

– Cisco IP Phone 7970G システムのローカルで有効な証明書

– SSL による、 Cisco CallManager アプリ ケーシ ョ ンとディ レク ト リ間でのユーザ情報のセキュアな転送。 次のアプリ ケー

シ ョ ンでサポート されます。

– BAT

– CAR

– Cisco CallManager Admin User ページ

– Cisco CallManager Admin IPMA ページ

– Cisco CallManager User ページおよび IP Phone Options ページ

– Cisco Conference Connection

– CTI Manager

– Extension Mobility

– IPMA

– MLA
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• T.38 ファ ッ クスのサポート （H.323 のみ） ― H.323 ゲート ウェイを使用する場合、 T.38 ファ ッ クスがサポート されます。

ファ ッ クス  コールを発信する と、 そのコールは最初は音声コールと して確立されます。 接続の確立時に、 ゲート ウェイは

機能をアドバタイズします。 両方のゲート ウェイが T.38 をサポート していれば、 どちらかのゲート ウェイがファ ッ クス音

を検出した時点で双方が T.38 への切り替えを試行します。

• 時間帯、 曜日、 月日に基づくルーティング / 抑制

– タイム スケジュールを割り当てるこ とによ り、 電話、 ゲート ウェイ、 変換パターン、 またはルート  パターンに到達可能

な時期を判別する機能。 時間帯、 曜日、 または月日に基づく タイム スケジュールを使用できます。 パーティシ ョ ンを使

用する と、 この機能によ り発信コール （ToD 抑制） または着信コール （ToD ルーティング） のタイム スケジュールを割

り当てるこ とができます。

• 不正通話の防止

– 会議の発信者が電話を切った時点でアドホッ ク会議を削除する機能

– すべての内部発信者が電話を切った時点でアドホッ ク会議を削除する機能

– 外部ト ランクまたはゲート ウェイから外部ト ランクまたはゲート ウェイへの転送をブロ ッ クする機能

• ビデオの拡張機能

– H.264 ビデオに関する SCCP サポート

– Cisco VT Advantage のミ ッ ド コール ビデオ

– IPVC 3.6plus のビデオ表示モード

– IPVC 3.6plus の参加者情報

– ダイナミ ッ ク H.323 アドレッシング （E.164 アドレッシング）

管理機能の拡張

• BAT が機能拡張され、 次のサポートが追加されるよ うになり ました。

– FAC/CMC

– CAPF 構成

– 重複した IP サービスを削除するオプシ ョ ン

– 割り当てられていないダイヤル番号を削除するオプシ ョ ン

– コール カバレッジ

– ビデオ

– コール表示の抑制

– MLPP DOD の拡張機能

– セキュ リティ

– Q.SIG 名前アラート

– ト ランク間転送および会議の削除機能

– CTI スーパー プロバイダー
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
Important notices, privacy statements, and trademarks of Cisco Systems, Inc. can be found on cisco.com

Page 14 of 18



• サービス性の拡張機能

– セキュアな ト ラブルシューティングのための HTTPS サポート

– Service Activation および Control Center ページへの新しいサービスの追加

– Cisco Dial Number Analyzer の非表示

– Cisco CAPF の追加

– Dialed Number Analyzer の拡張機能

• セキュ リ ティ

– CAPF の改善

– Windows NT サービス と して動作

– Cisco CallManager の管理インターフェイスから管理可能

– Cisco CallManager データベースへの CAPF デバイス  データベースの統合

– 証明書の自動インス トール / アップグレードのサポート

– CAPF 動作用の電話認証と しての証明書のサポート （MIC/LSC）

– 外部認証局 （KEON CA、 Microsoft CA） のサポート

– CAPF に関する BAT のサポート

– CAPF に関する CTL ク ライアン トの直接サポート

– 電話検索リ ス トの新しい検索オプシ ョ ン

• 不正通話の防止 ― ゲート ウェイおよびト ランクを内部または外部と してマーキングする機能

• Cisco Unity ユーザの統合 ― Cisco Unity のボイス  メールボッ クス構成と Cisco CallManager のディ レク ト リ番号または User
Admin ページを簡単に統合化できるよ うにな り ました。 これによ り、 システム管理者がユーザの電話およびボイス  メール

ボッ クスを追加する際の作業時間を短縮できます。

発注情報

ソフ トウェア アップグレード

Cisco CallManager Version 4.0 をすでに実行している Cisco CallManager ク ラスタ用のダウンロード可能なアップグレード  パッ

ケージは、 次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/pcgi-bin/tablebuild.pl/callmgr-41

その他のアップグレードまたは Cisco CallManager 4.1 の新規インス トールの場合は、 Cisco CallManager CD をご発注ください。

Cisco CallManager バージ ョ ン 3.2、 3.3、 または 4.0 を使用し、 Cisco Software Application Support plus Upgrades （SASU） にご加入

のお客様で、 Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 へのアップグレードを希望される場合は、 次の URL にある Product Upgrade Tool
（PUT） を使用して無償アップグレードをご発注いただけます。

http://www.cisco.com/upgrade

アップグレード  メ ンテナンス契約に加入されていない、または Cisco CallManager の旧バージ ョ ンからアップグレード されるお

客様は、 表 1 に示す製品番号のいずれかをご発注ください。
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新規インストール

Cisco CallManager を新規でインス トールする場合は、 Cisco CallManager ソフ ト ウェアおよびハード ウェアをご発注いただく必

要があ り ます。 表 2 に、 これらの製品番号を示します。

表 1 Cisco CallManager の製品番号

SKU 内容

CM4.0-4.1-K9-UPG= Cisco CallManager 4.0 から 4.1 へのアップグレード

CM4.1-U-K9-7815SE= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 MCS-7815、 100 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-7815= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 MCS-7815、 300 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-7825= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 MCS-7825、 1000 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-7835= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 MCS-7835、 2500 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-7845= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 MCS-7845、 5000 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-DL320= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 HP DL320、 1000 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-DL380= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 HP DL380/1-CPU、 2500 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-DL380D= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 HP DL380/2-CPU、 5000 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-X306= Cisco CallManager 3.3 から 4.1 へのアップグレード、 IBM xSeries 306、 1000 サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-X345= Cisco CallManager 3.3から 4.1へのアップグレード、IBM xSeries 345/1-CPU、2500サーバ ユーザ ライセンス

CM4.1-U-K9-X345D= Cisco CallManager 3.3から 4.1へのアップグレード、IBM xSeries 345/2-CPU、5000サーバ ユーザ ライセンス

表 2 新規の Cisco CallManager 発注番号

サーバ モデル SKU 電話の台数

HP DL320-G2 CM4.1-K9-DL320= 1000

HP DL380-G3 （CPU 1 基） CM4.1-K9-DL380= 2500

HP DL380-G3 （CPU 2 基） CM4.1-K9-DL380D= 5000

IBM x306 CM4.1-K9-X306= 1000

IBM x345 （CPU 1 基） CM4.1-K9-X345= 2500

IBM x345 （CPU 2 基） CM4.1-K9-X345D= 5000

Cisco MCS-7825H-3000、 Cisco MCS-7825I-3000、 Cisco MCS-7825-H1、
Cisco MCS-7825-I1

CM4.1-K9-7825= 1000

Cisco MCS-7835H-3000、 Cisco MCS-7835I-3000、 Cisco MCS-7835-H1、
Cisco MCS-7835-I1

CM4.1-K9-7835= 2500

Cisco MCS-7845H-3000、 Cisco MCS-7845-H1 CM4.1-K9-7845= 5000

Cisco MCS-7845H-3000、 Cisco MCS-7845-H1 LIC-CCM4.X-2500= 2500 （追加）、 7500 （合計）
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Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 をサポートするサーバは、 次のとおりです。

• MCS-7815-1000
• MCS-7815I-2.0-EVV1
• MCS-7815I-3.0-IPC1
• MCS-7815-I1-IPC1
• MCS-7825-1133
• MCS-7825-800
• MCS-7825H-2.2-EVV1
• MCS-7825H-3.0-IPC1
• MCS-7825I-3.0-IPC1
• MCS-7825-H1-IPC1
• MCS-7825-I1-IPC1
• MCS-7835
• MCS-7835-1000
• MCS-7835-1266
• MCS-7835H-2.4-EVV1
• MCS-7835H-3.0-IPC1
• MCS-7835I-2.4-EVV1
• MCS-7835-H1-IPC1
• MCS-7835-I1-IPC1
• MCS-7845-1400
• MCS-7845H-2.4-EVV1
• MCS-7845H-3.0-IPC1
• MCS-7845-H1-IPC1
• MCS-7845-I1-IPC1
• HP DL320*
• HP DL380/1CPU*
• HP DL380/2CPU*
• IBM x306*
• IBM x330 1.2 GHz のみ *
• IBM x342*
• IBM x345/1CPU*
• IBM x345/2CPU*
• IBMx346/1CPU*
• IBMx346/2CPU*

* 詳細は、 http://www.cisco.com/go/swonly を参照してください。

サポート対象のサーバをお持ちでなく、Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 へのアップグレードを希望されるお客様は、次の URL
にあるサーバ アップグレード  プログラムをご覧ください。

http://www.cisco.com/go/swonly

Cisco CallManager バージ ョ ン 4.1 でサポート される MCS 以外のサーバについては、 次の URL をご覧ください。

http://www.cisco.com/go/swonly
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